
（参考）

公共用水域の水質汚濁に係る環境基準

環境基本法第１６条による公共用水域の水質汚濁に係る環境上の条件につき人の健康を保護し及び

生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準（昭和46年12月28日環境庁告示第59号、最終

改正平成１１年２月２２日環境庁告示第14号）

１ 人の健康の保護に関する環境基準

項 カ ド ミ 全 シ ア 鉛 六 価 砒 素 総 水 銀 ア ル キ Ｐ Ｃ Ｂ ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ 四 塩 化 1 ,2-ｼﾞ 1,1-ｼﾞ
目 ウ ム ン ク ロ ム ル 水 銀 ﾒ ﾀ ﾝ 炭 素 ｸﾛﾛｴﾀﾝ ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

基 0.01 検 出 さ 0.01 0.05 0.01 0.0005 検 出 さ 検 出 さ 0.02 0.002 0.004 0.02
準 ㎎／ｌ れ な い ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ れ な い れ な い ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ
値 以下 こ と 。 以下 以下 以下 以下 こ と 。 こ と 。 以下 以下 以下 以下

項 ｼｽ-1,2- 1,1,1- 1,1,2- ﾄﾘｸﾛﾛ ﾃﾄﾗｸﾛﾛ 1,3-ｼﾞｸ ﾁｳﾗﾑ ｼﾏｼﾞﾝ ﾁｵﾍﾞﾝ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ セレン
目 ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ｴﾁﾚﾝ ｴﾁﾚﾝ ﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ｶﾙﾌﾞ

基 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.006 0.003 0.02 0.01 0.01
準 ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ
値 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下

ふっ素 ほう素項 硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素目

0.8 1基 10
準 ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ
値 以下 以下 以下

備考 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。



２ 生活環境の保全に関する環境基準

(1) 河 川

基 準 値項目

生物化学的利用目的の適応性 水素イオン 浮遊物質量 溶存酸素量
酸素要求量 大腸菌群数濃度 (ｐＨ ) (ＳＳ) (ＤＯ)(ＢＯＤ)類型

水 道 １ 級
6.5 以上 1 ㎎／ｌ 25㎎／ｌ 7.5㎎／ｌ 50MPN/

ＡＡ 自然環境保全及びＡ以
8.5 以下 以下 以下 以上 100ｍｌ以下

下 の 欄 に 掲 げ る も の

水 道 ２ 級
水 産 １ 級 6.5 以上 2 ㎎／ｌ 25㎎／ｌ 7.5㎎／ｌ 1,000MPN/

Ａ 水 浴
及 び Ｂ 以 下 の 欄 に 8.5 以下 以下 以下 以上 100ｍｌ以下
掲 げ る も の

水 道 ３ 級 6.5 以上 3 ㎎／ｌ 25㎎／ｌ 5 ㎎／ｌ 5,000MPN/水 産 ２ 級
Ｂ 及 び Ｃ 以 下 の 欄 に

8.5 以下 以下 以下 以上 100ｍｌ以下掲 げ る も の

水 産 ３ 級 6.5 以上 5 ㎎／ｌ 50㎎／ｌ 5 ㎎／ｌ
工 業 用 水 １ 級Ｃ －
及 び Ｄ 以 下 の 欄 に 8.5 以下 以下 以下 以上掲 げ る も の

工 業 用 水 ２ 級 6.0 以上 8 ㎎／ｌ 100㎎／ｌ 2 ㎎／ｌ
農 業 用 水Ｄ －
及 び Ｅ の 欄 に 8.5 以下 以下 以下 以上
掲 げ る も の

ご み 等 の
工 業 用 水 ３ 級 6.0 以上 10 ㎎／ｌ 2 ㎎／ｌ浮 遊 が 認Ｅ －

め ら れ な環 境 保 全 8.5 以下 以下 以上
い こ と

(注) １ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２ 水 道 １級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

〃 ２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの

〃 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの

３ 水 産 １級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級

及び水産３級の水産生物用

〃 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３

級の水産生物用

〃 ３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用

４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの

〃 ２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの

〃 ３級：特殊の浄水操作を行うもの

５ 環境保全 ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を

生じない限度



(2) 海 域

ア

基 準 値項目

化 学 的 酸 n-ヘキサン利用目的の適応性
水素イオン 溶存酸素量素 要 求 量 大腸菌群数 抽 出 物 質
濃度 (ｐＨ ) (ＤＯ)(ＣＯＤ) （油分等）類型

水 産 １ 級
水 浴 7.8 以上 2 ㎎／ｌ 7.5㎎／ｌ 1,000MPN/ 検出されな

Ａ 自 然 環 境 保 全 及 び
Ｂ 以 下 の 欄 に 掲 げ 8.3 以下 以下 以上 100ｍｌ以下 いこと。
る も の

水 産 ２ 級 7.8 以上 3 ㎎／ｌ 5 ㎎／ｌ 検出されな
Ｂ 工 業 用 水 及 び Ｃ の －

8.3 以下 以下 以上 いこと。欄 に 掲 げ る も の

7.0 以上 8 ㎎／ｌ 2 ㎎／ｌ
Ｃ 環 境 保 全 － －

8.3 以下 以下 以上

(注) １ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全
２ 水 産 １級：マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用及び水産２級の水産生物用
水 産 ２級：ボラ、ノリ等の水産生物用
３ 環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じな

い限度
イ

基 準 値項目
利 用 目 的 の 適 応 性

全 窒 素 全 燐類型

自 然 環 境 保 全
及 び Ⅱ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の 0.2 ㎎／ｌ 以下 0.02 ㎎／ｌ 以下Ⅰ
( 水 産 ２ 種 及 び ３ 種 を 除 く 。 )

水 産 １ 種
水 浴

0.3 ㎎／ｌ 以下 0.03 ㎎／ｌ 以下Ⅱ
及 び Ⅲ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の
( 水 産 ２ 種 及 び ３ 種 を 除 く 。 )

水 産 ２ 種
及 び Ⅳ の 欄 に 掲 げ る も の 0.6 ㎎／ｌ 以下 0.05 ㎎／ｌ 以下Ⅲ
( 水 産 ３ 種 を 除 く 。 )

水 産 ３ 種
工 業 用 水 1 ㎎／ｌ 以下 0.09 ㎎／ｌ 以下Ⅳ
生 物 生 息 環 境 保 全

(注) １ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全
２ 水 産 １ 種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス良く、かつ、安定

して漁獲される
水 産 ２ 種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多獲さ

れる
水 産 ３ 種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される
３ 生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度



地下水の水質汚濁に係る環境基準

環境基本法第１６条による地下水の水質汚濁に係る環境上の条件につき人の健康を保護する上で維

持することが望ましい基準

（平成９年３月１３日環境庁告示第１０号、最終改正平成１１年２月２２日環境庁告示第１６号）

項 カ ド ミ 全 シ ア 鉛 六 価 砒 素 総 水 銀 ア ル キ Ｐ Ｃ Ｂ ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ 四 塩 化 1 ,2-ｼﾞ 1,1-ｼﾞ
目 ウ ム ン ク ロ ム ル 水 銀 ﾒ ﾀ ﾝ 炭 素 ｸﾛﾛｴﾀﾝ ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

基 0.01 検 出 さ 0.01 0.05 0.01 0.0005 検 出 さ 検 出 さ 0.02 0.002 0.004 0.02
準 ㎎／ｌ れ な い ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ れ な い れ な い ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ
値 以下 こ と 。 以下 以下 以下 以下 こ と 。 こ と 。 以下 以下 以下 以下

項 ｼｽ-1,2- 1,1,1- 1,1,2- ﾄﾘｸﾛﾛ ﾃﾄﾗｸﾛﾛ 1,3-ｼﾞｸ ﾁｳﾗﾑ ｼﾏｼﾞﾝ ﾁｵﾍﾞﾝ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ セレン
目 ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ｴﾁﾚﾝ ｴﾁﾚﾝ ﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ｶﾙﾌﾞ

基 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.006 0.003 0.02 0.01 0.01
準 ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ
値 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下

ふっ素 ほう素項 硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素目

0.8 1基 10
準 ㎎／ｌ ㎎／ｌ ㎎／ｌ
値 以下 以下 以下


